
キャンパス・サポーターの募集

横浜国立大学 バリアフリー推進部門 障がい学生支援室

キャンパス・サポーターの方には，障がいのある学生にも，
障がいのない学生と同じように教育・研究に参加する機会を保障するため，
様々なサポートをお願いしています。

■サポート活動には1 時間あたり1,225円（学部生）

1,300円（院生）の謝金を支給します。

■キャンパス・サポーターの活動は大学から認定を受けた

活動として，履歴書等に記載することができます。

↓登録フォーム

shougai.shien@ynu.ac.jp
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
障がい学生支援室です。




具体的なサポートの例

横浜国立大学 バリアフリー推進部門 障がい学生支援室

↓登録フォーム

キャンパス・サポーターの活動の紹介 2/3

例1. 聴覚障がい学生に：音声を文字化する作業

①自動音声認識アプリ（UDトーク）による字幕修正

②パソコン・ノートテイク

③動画への字幕付与 など

例2. 視覚障がい学生に

①対面朗読

②教材のテキストのデータ化

例3. 肢体不自由の学生に

①車椅子介助

②移動ガイド

その他：学内のバリアを探すUDパトロール調査

多様性に関する活動の補助 等

興味はあるけど、障がい支援
の経験がなくて……

未経験の方も沢山ご活躍され
ています！
UDトークやパソコンテイク
の研修もあるので、安心して
サポート活動に参加していた
だいています。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に、現時点で一番お願いすることが多いのは、耳が聞こえにくい学生に対しては，音声を文字化する，例えば，授業では，先生の話し声など，聞こえてきた音声を自動音声認識アプリが文字化するのですが，それをリアルタイムで修正する支援活動です。そのほか，聞こえてきた音声をPCや手書きで記述していくノートテイクの支援や，授業で使う映像などに字幕を付けるといった活動があります。




キャンパスサポーターの登録方法と
その後の対応

授業支援システム（LMS）で
「【連絡専用】 ダイバーシティ戦略推進本部バリアフリー推進部門 」に
仮登録していただくと
「キャンパスサポーターの登録 」にフォームのリンクが掲載されています。

横浜国立大学 バリアフリー推進部門 障がい学生支援室

「登録」は活動への参加を「決定」するものではありません。
興味のある方は気軽に「登録」を！
※各講義棟や電子掲示板に掲示されているポスターから後日登録もできます！
●登録された方には，支援の募集メールが随時送られます。ご自身のご都合や
興味に合わせて，その都度ご応募ください。
●各支援に応募くださった方の中から，支援者を決定します。
●苦手な支援や都合の悪い時に，支援活動をお願いすることはありません。
●毎年度、特にサポート活動時間が多かったサポーターを対象に「キャンパ
ス・サポーター功労賞」を授与しています！

↓登録フォーム

「障がい学生支援室」までお気軽にお問い合わせください。 
shougai.shien@ynu.ac.jp

HPにも情報を記載しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サポーター活動に興味のある方は，キャンパス・サポーターの手引きをご確認いただき，登録をお願いします。
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